
大
津
市
の
だ
ん
じ
り
ま
つ
り
の
大
き
な
特
徴
は
、
市
内
に
下
だ
ん

じ
り
と
上
だ
ん
じ
り
と
い
う
２
種
類
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
独
特
の
ま
つ
り
が
楽
し
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
同
じ
市
内
で
違
っ
た

だ
ん
じ
り
が
見
ら
れ
る
の
は
全
国
で
も
珍
し
い
例
と
言
え
ま
す
。

泉

　
穴
師
地
区
４
町
と
曽
根
・
助
松
地
区
８
町
の
「
十
二
町
連
合
」
は
、

下
だ
ん
じ
り
で
、
難
し
い
曲
が
り
角
を
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け
る

「
や
り
回
し
」
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
大
津
地
区
８
町
の
「
濱
八
町
」
は
、
上
だ
ん
じ
り
で
、
だ
ん
じ
り
の

屋
根
に
は
「
鬼
熊
」
と
呼
ば
れ
る
彫
り
物
が
あ
り
、
だ
ん
じ
り
同
士
を

ぶ
つ
け
合
う
「
か
ち
合
い
」
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　＃バッチグー泉大津　#おおつのだんじり2018 , だんじりまつり,公式インスタキャンペーン,たくさん投稿いただき
ありがとうございました！

＃バッチグー泉大津
#おおつのだんじり

2018,だんじりまつり
,公式インスタキャンペー ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たく

さん
投稿
いた
だき
あり
がと
うご
ざい
まし
た！
＃バ
ッチ
グー
泉大
津
#お
おつ
のだ
んじ
り
201
8 ,
だん
じり
まつ
り
,公
式イ
ンス
タキ
ャン
ペー
ン

@deyashikicho

@miyamotocho

@kyo1114mamita

市民レポーター　羽田野 ,きらら

@kosenkun

@mqnq0701

@eipapa0322

@ayahatada1003

@mqnq0701

@yuriya_cosme
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必が」ドーカーバンナイマ「はに付交ニビンコ
か

すまりま始が付交ニビンコ
のどな票民住

りよ）定予（日1月5）年9102（年13成平

？

んんせせままみみっっくくつつ
ドド

つくってみませんか
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色音の絃三・箏・く響くし美

　

　
　

　
　

　
　 　

　

　
　
　

　

　

 　　　　
　　　　　　　　 　

㈰
52/11

　

　
　

　
　

　
　 　

　

　
　
　

　

　

 　　　　
　　　　　　　　 　

村下合問
箏容内
後午間時

　

　
　

　
　

　
　 　

　

　
　
　

　

　

 　　　　
　　　　　　　　 　

）3953・23☎（子弘村
奏演の絃三・

時0後午（分03時3～時1後
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台
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携
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０
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連
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何
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今
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き
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も
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な
ん
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幹
体
と
足

。
い
さ
だ
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て
き
に
学
見
度
一
ひ
ぜ
、
で
の
る
い
て

っ
や
て
れ
入
り
取
を
覚
感
び
遊
、
り
よ

う
い
と
グ
ン
ニ
ー
レ
ト
上
陸
、
は
て
し

関
に
生
学
小
も
で
み
組
り
取
の
々
我

。
い
い
も
て
と
に
の
る
え
鍛
を

幹
体
と
足
る
な
と
ス
ー
ベ
の
動
運
、
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ど
な
る
走
を
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。
い
い
番
一
が
の
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す
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し
楽
て
れ
入
り
取
に
び
遊
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ち
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の
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子
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て
し
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原
朝
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す
ま

い
て
え
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と
事
大
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こ
と
こ
る
き
で
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地
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前
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た
当
た
っ
い
と
る
え
鍛
を

幹
体
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礎
基
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だ
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れ
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い
た
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ー
ュ
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台
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台
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一
、
ど
け
だ
味
地

。
る
じ
通
も
に
る
す
を
何

ば
れ
す
を
れ
こ
。
る
え
鍛
を
幹
体
、
で

え
う
た
っ
作
を
台
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Ｘ
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０
５
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も
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催
開
で
こ

、
ば
れ
あ
で
所
場
る
ま
集
が
人
い
高

心
関
。
る
い
て
し
探
を
ド
ル
ー
ィ
フ

　
　　

　　

　　
　　

　　 

　

　　

 
 

　

　
 

　

　

　

の
み
組
り
取
の
ら
れ
こ
、
在
現
原
朝

。
す
ま
い

て
っ
行
も
動
活
る
え
唱
を
性
要
重
の
食

る
け
お
に
ツ
ー
ポ
ス
ど
な
会
習
講
理
料

や
演
講
の
ど
な
か
の
た
っ
わ
だ
こ
う
ど

。すまい
！すで
信発の

ーアと
るせさ

てし及
信確と

いろい

！うょし

　
　　

　　

　　
　　

　　 

　

　　

 
 

　

　
 

　

　

　

を
さ
施
実
ひ
ぜ
常
非
な
道。
す
そ
、
の
心

とるなにルデモ決解の題課通共の国全本日はみ組り取のこ
。すまいてっま集がが集目注らかろことなろ

い、にトクェジロプびゆしあの市津大泉、にとこいたがりあ
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出
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Ｘ
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紀
村
中

。トスリダメ金の）ーレリルト
スマ界世、トスリダメの）ーレリルトーメ004（上陸クッピ

。引牽を界球野本日、し躍活てしと
本、打塁本404算通(ータッバンラムーホでグーリーャジ

。たしまりなと間時な義意有たけ向に携連の後今、し感共をさ
とこるえ鍛をびゆしあるなと台土の体、い行を換交報情、
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で
い
い
は
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２
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て
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３
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と
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認確

2844・33☎
係防予署防消市
会協防予災火市津
団防消市津大泉
部本防消市津大泉

、し止防を生発

　 　
　

　

　

　　　

　

　

　
　

　

　
　　

　 　

　　

　

る

施

サ？いなてれ忘
」語標火防一統「

るせさ少減を生発の者死るすと心中を者齢高
迎を季時いすやし生発が災火、は動運のこ

実を事行なうよのこ

実の練訓防消★
板看発啓火防★
報広防予災火★

めや対絶はこばた寝①
慣習のつ３

い火防宅住☆☆

　 　
　

　

　

　　　

　

　

　
　

　

　
　　

　 　

　　

　

！

確の火にホマスにフイサ
。すまいてしと的目をとこぐ防を失損の産財、にもとと
発の災火、り図を及普の層一の想思防予災火、りたあにるえ

！すまし

施実の伝宣火防頭街★
施実の察査防警別特★

施実
出掲の板
施実の報

☆☆トンイポのつ７る守をちのい

　 　
　

　

　

　　　

　

　

　
　

　

　
　　

　 　

　　

　

制

会

分
ど

学

覧

体力協の所近隣、にめたる守を人な由自不の体身やり寄年お④
るす置設をどな器火消用宅住、にめたす消にちういさ小を災火③
使を品炎防、にめたぐ防を災火のらかンテーカびよお類衣、具寝②

るす置設を器報警災火用宅住、にめたぐ防をれ遅げ逃①
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